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「高千穂郷」通信
神話伝説の山里 たかちほごう つうしん

今回植えた苗は９月頃に稲穂が色づき見頃と
なる予定です。
近くにお越しの際には、ぜひ立ち寄って美し

い棚田の景色とともに心和むアート米を御覧く
ださい。

6月20日(土)に高千穂町栃又棚田でアート米田植えが行われました。今年で10回目を迎える同イベントは、
品種の違う苗を手植えし、実った穂の色の違いを利用して田んぼに絵を描くものです。
当日は天候にも恵まれ、地域の若者が考えた「コロナに負けんばい！大丈夫だー！」を合い言葉に参加者は

和気あいあいと苗を植えていました。

高千穂町 栃又棚田
アート米 田植え

馬門交差点から
天岩戸神社方面へ
約３分進むと到着です！

天岩戸神社

ココです！



６月の土砂災害防止月間にあわせて、６月１５日（月）に西臼杵地区の関係団体（西臼杵支庁、西臼杵三
町、西臼杵広域消防本部、高千穂警察署、高千穂地区建設業協会等）が集まり、豪雨などによる異常気象時
の連絡体制、情報共有について確認する防災対策会議を高千穂町役場で開催しました。

近年は、線状降水帯による局所的な集中豪雨が全国で発生しているところですが、西臼杵管内では特に、
大雨が降ったときの土砂災害に注意する必要があります。
土砂災害は、豪雨により山などが地下水を溜め込み土壌が緩む事で発生します。
県と気象台では、降雨に伴う地下水の増加と土砂災害が発生する危険度を表す指数として、土壌雨量指数

を分析し、危険度によって土砂災害危険度１から３までを発表します。大雨洪水警報の発令中は、これらの
情報に注意し、役場からの避難準備や勧告等の情報に従うようにお願いします。
日頃から自分の命を守る行動をとることはもちろんですが、地区単位で避難訓練を実施するなど、十分に

備えていただくことが大切です。

西臼杵地区防災対策会議



高千穂町下野西集落において、本年度から２年間、ス
マート農業の実証プロジェクトに取り組むことになり、第
一弾として、６月１２日にドローンによるWCS（飼料用
稲）の直播き実証が行われました。

神代川出前講座

スマート農業 ドローン実証

第2回目は、神代川のそばにある荒立神社を訪問し、宮
司の興梠武重氏から地域の歴史や昔の生活、そして神代川
との関わり等についてお話をいただきました。普段見るこ
との出来ない神社の内部や古文書等に児童は興味津々の様
子でした。

今後も1年を通して出前講座を開催し、児童が神代川に
興味を持ち、誇りに思ってくれるよう、しっかりと取り組
んで参ります。

この技術が確立すると、育苗や田植えが不要となり、大幅な労働力の削減が期待できます。全国的にも事例が
少なく、当地域では初めての取組になりますが、プロジェクトに参加する(株)南九州沖縄クボタの協力により、自
動飛行で順調に種籾を直播することができました。その後の苗立ちもムラが少なく、順調に生育しています。
今後も、自動給水栓による水管理、リモコン式草刈機による急傾斜法面の草刈り等の各種実証にチャレンジす

る予定で“新しい農業様式”の普及が期待されます。

まず第1回目は、実際に神代川を訪れ、事業の概要や目的、そして天真名井をはじめとする史跡について説明
した後で、水辺の環境調査を行いました。時折雨が降るあいにくの天気でしたが、児童は濡れるのも気にせず水
辺の調査に熱心に取り組んでいました。

土木課では、高千穂町及び地域の皆様と連携して、「神
代川かわまちづくり事業」に取り組んでいます。その一環
として、高千穂小学校4年生の児童を対象に、神代川に関す
る出前講座を6月18日と6月25日に開催しました。
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苗立ちの状況ドローンによる播種の様子



◎お問い合わせ先

宮崎県 西臼杵支庁 総務課 TEL 0982(72)2181 FAX 0982(72)3760

Facebookページ 「ウキウキ！好き好き！ニシウスキ！」更新中！

記事として紹介できるイベントや取組等がありましたら、上記まで御連絡ください！

高千穂町社会福祉協議会では、「生活が大変・・・」と感じ
ている家庭（高千穂町在住で原則１８歳以下のお子様がいる家
庭）を対象に、定期的に無料で食材を提供する「みんなの結も
どし『おむす便』」を行っています。
提供される食材は、企業や町民から寄付で集まった地元の食

材で、これまでに３企業１３町民から寄付がありました。
「食材の提供を受けたい。」「食材を寄付したい。」という

方は、スマートフォンやパソコンから簡単に申込みができます。

高千穂高校生発案

子育て世帯を支援するとともに、地域の
「食」を循環させることにより食品ロスの解
消にもつながります。
詳細については、高千穂町社会福祉協議会

（電話：0982－72－3663）にお問合せく
ださい。

おむす便HP
https://omusubin.takafuku.or.jp/

高千穂町社会福祉協議会

便

LINEの友だちになる
にはこちらをスキャン

6月6日（土）に高千穂高校生が地元飲食店を応援しようと企
画した「助け合いマルシェ」が高千穂町武道館駐車場で開催され、
多くの町民がドライブスルーでテイクアウト商品を購入しました。
町民には回覧板等でチラシを配布しており、前日までの予約総

数は合計約６３０個にものぼり大盛況でした。
当日は生徒自らがスタッフとなって商品の受け渡しや交通誘導

を行い、購入された方は笑顔で生徒に感謝を伝えていました。

助け合い
マルシェ


